


反応器へ試薬を注入・保持・排液の繰り返し。



微量化、高速化、自動化は実現しているが、ご家庭への普及にはまだまだ高い（>100万円）。



ダイレクトデジタルマニュファクチャリング（DDM）による時間とコストの削減。
マイクロチップだけを作ってもだめですが・・・





(a)� (b)� (c)� (d)�

(e)� (f)�

Solid surface with  
immobilized 1st antibody 

and blocking�

Antigen-antibody reaction Washing Ready for enzymatic reaction 

Apply HRP substrate (TMB) Color developed Data analysis 
by plate reader  
or smartphone 

1st antibody 

BSA 

Antigen 

HRP conjugate 

TMB 

(g)�

反応チャンバー内壁に抗体を固定化しておくと、アルブミンが結合する。
検出はスマートフォンで。
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スマートフォンによりデータの解析が可能



スマートフォンはプレートリーダーと比較しても遜色の無い検量線を作成できる。
遠心デバイスは従来の方法よりも精度が良い（？）．
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(c)� 検出限界値
0.89	ng/ml（スマホ）

0.96	ng/ml（プレートリーダー）

検出限界値
3.9	ng/ml（プレートリーダー）

遠心 手作業



既存の3Dプリンターはマイクロデバイスの製造に活用可能。

小型遠心機、スマートフォンは既に普及しており，十分に低価格。

3Dプリンターの高解像度化と低価格化に期待。


